
北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。

皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　7月は342件82,954,464円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

＜ご寄附状況＞

株式会社アミノアップ、株式会社イヴレス、株式会社北見港湾総合研究所、クライフ株式会社、

医療法人社団功仁会足立皮膚科美容外科クリニック、医療法人社団功仁会釧路皮膚科クリニック、有限会社札幌庭園工業、

医療法人徳洲会札幌徳洲会病院、医療法人SUN、株式会社サンワールド、合同会社ショコラックス、医療法人スワンアイクリニック、

株式会社ソニック、築地魚市場株式会社、株式会社中村プロモーション、日本工営株式会社、日本中央競馬会、北大医学部54期会

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

青井　良平

池澤　靖元

今井　四郎

縁記　和也

岡田　英子

各務　雅基

河本　充司

栗原　誠治

小丹枝利昭

佐々木哲郎

三升畑元基

杉田　　護

高原　賢都

谷島　錦吾

土肥　朋世

難波　一之

原　　啓介

藤原　　誠

松原　謙一

宮城　　淳

青木　俊介

石井　晶子

今井　　晋

遠藤　公憲

沖崎　　遼

粕谷　　信

衣川　暢子

黒津　卓三

小林　賢人

佐々木亮子

志済　聡子

杉山　一成

田栗　和奈

田村　　勝

豊田　威信

西田　和代

原田　祐司

船津　定見

松宮　重房

宮田　信幸

赤澤　　茂

石井　哲夫

入澤　秀次

太田　広三

小澤　雅彦

片山　　奨

木村　孔一

小圷　裕一

小林さやか

佐藤　栄作

志津木　健

鈴木　孝敏

武内　喜則

田村まなぶ

長尾　敬志

西田　克也

原林　　亘

古川夕里香

松村　道哉

宮本　雅章

審　　一範

伊藤　貴啓

上田　雅敏

大塚　太郎

小田原一史

勝原　昌幸

木村　太俊

河内　正臣

小山　健斗

佐藤壮一郎

渋谷　恭二

鈴木　貴之

竹下　忠彦

千田　英二

中尾　　亮

西村　成子

樋山　詠亮

古田　　康

松本　隆児

宮本　正紀

浅沼　佳南

伊東　　剛

植松　宏志

大橋　和彦

小原　大和

加藤　　元

久々湊　聖

上月　　浩

齊藤　　晋

佐藤　隆博

首藤　竹司

鈴木　定彦

武田　雅彩

土家　琢磨

長沼　昭夫

根本　叔治

廣重　勝彦

細井　　全

真屋　幹雄

村上　広輝

芦野　　崇

伊藤　雄三

内澤　礼子

大畑　揮義

小山田美雪

金川　聖也

日下　大器

小崎　真也

齋藤　　久

佐藤　祐麻

菅谷　武博

瀬名波栄潤

忠永　清治

坪田　敏男

中根　裕司

畑　　　桂

福永　悟郎

本間　あや

三木　證永

村瀬徳啓充

足立　　覚

井上　将希

梅村恵美子

大原　正範

Olga Tsuneko Yokoyama

金川　眞行

久保　　啓

小関　成樹

坂本　大介

更科　温子

菅原　新也

高澤　　寛

田中　千尋

出店　秀隆

中村　高浩

花田　秀一

藤澤　裕子

牧田　道夫

三谷　雅城

村武　直樹

阿部　雅史

井原　　博

梅本　由佳

大森　浩二

折舘　伸彦

金庭　正樹

久保田幸一

小長井奎幸

崎元　大志

澤田　拓士

杉江　和男

高瀬登志彦

谷口　鏡子

堂前　剛志

中村　裕之

林　　祥史

藤田　芳康

松井　耕二

美作宗太郎

森友　嘉德

北大フロンティア基金創設時累計 （7月31日現在）／56,143件 　9,358,884,513円
うち、北海道大学創基150周年記念募金累計 （7月31日現在）／19,095件 　3,194,115,956円

総合博物館前の給水所 キャンパスを駆けるランナー

男子優勝の上門大祐選手（右）、2位の相葉直紀選手（中）、
3位の福田裕大選手（左）

女子優勝の坂口愛和選手

札幌キャンパスを駆け抜ける－北海道マラソン2025－

　8月31日（日）、北海道マラソン2025
が開催され、穏やかな天候の中で、
国内外から集まった数多くのランナー
が本学札幌キャンパスを駆け抜けまし
た（フルマラソンエントリー人数：
20,781人）。
　ランナーはレース終盤の38km付近
から本学キャンパスに入り、緑あふれ

るメインストリートを縦断。クラーク
像を右手に見ながら、中央ローンの木
陰を通り、南門（札幌農学校時代の
正門）を抜けて、フィニッシュの大通
公園へ向けてラストスパートをかけま
した。
　2009年大会からコースに加えられた
本学キャンパスには、多くの市民が応

援に駆けつけ、その温かい声援がラン
ナーたちを後押しました。 
　なお、本マラソンの様子は、UHB
（北海道文化放送）とBSフジで生中
継されました。

（社会共創部広報課）



柳内　幹王

吉田　　勝

山下　裕久

吉松　徹郎

山田　弘幸

吉本　彩乃

余湖　兼右 横田　　浩 横山　　考 吉田浩一郎 吉田　広志 小学生から大学生まで、半導体にふれる2週間―
「半導体Week2025」を開催

大学生・一般向けイベント：「SEMICON TALK 2025 in Hokudai」第3回半導体に夢を持てるのか、輪になって躍ろう北海道！

初回となる7月25日（金）には、大
学生・一般向けのトークイベント
「『SEMICON TALK 2025 in Hokudai』
第3回半導体に夢を持てるのか、輪に
なって躍ろう北海道！～半導体メーカ
ーが北大へ大集結！本音で語る現場の

あれこれ～」を実施しました。
　日本を代表する半導体メーカー6社
より本学卒業のエンジニアが登壇し、
業界の最前線で活躍する技術者の視点
から、仕事のやりがいやキャリア形成
について語っていただきました。

小学生向け科学体験イベント：2025サイエンスパーク「現代の魔法、半導体！」

　8月6日（水）には、北海道、札幌
市、地方独立行政法人北海道立総合研
究機構、北海道大学の共催により開催
された小学生向け科学体験イベント
「2025サイエンスパーク」にて、「現
代の魔法、半導体！」と題したプログ

ラムを出展しました。
身近な電子機器を分解して、中にあ

る半導体を実際に見たり、顕微鏡で構
造を観察したりと、実験や観察を通じ
て半導体を楽しく学ぶ内容となりま
した。

中学生・高校生向けイベント：研究施設見学会

　8月7日（木）には、量子集積エレク
トロニクス研究センターにて、中学
生・高校生を対象とした研究施設見学
会を開催しました。
　参加者は実際の研究に使用する防塵

スーツを着用し、クリーンルーム内で
の半導体製造装置や研究環境を見学
し、学生から研究内容の説明を受けま
した。参加者からは活発に質問が寄せ
られました。

最後に研究室の学生との座談会も行
い、半導体や大学生活への関心を高め
る機会となりました。

　7月25日（金）から8月7日（木）に
かけて、半導体イベント「半導体
Week2025」を開催しました。本イベ

ントは、小学生、中学生、高校生、大
学生・一般の方、それぞれを対象とし
た4つの企画を通じて、半導体産業の

魅力と可能性を多角的に紹介すること
を目的としたものです。

SEMICON TALKの様子

クリーンルーム見学の様子 筋電信号によるロボットアーム操作体験の様子

顕微鏡を用いた半導体の構造観察の様子
（右：葛西誠也教授（量子集積エレクトロニクス研究センター／
半導体フロンティア教育研究機構副機構長））

（経営企画本部企画課）




